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品質保証研究会・日本原子力学会 倫理委員会 共催 
第 23 回 倫理研究会 実施結果概要 

1. 開催趣旨
近年，調達先での品質コンプライアンス問題が続発しており，原子力施設の信頼を損ねない

ため，各社は，自社だけでなく，調達先での品質コンプライアンス問題の未然防止に取り組ん
でいる。業界団体等においても，未然防止や意識高揚のための施策を検討している。  
品質保証研究会（QASG）第 1 グループでは，産業界のメンバが中心となって，品質コンプ

ライアンス問題の研究（分析）を行い，2024 年度末に 26 項目の抑止策をまとめ，この策のブ
ラッシュアップと不正を発生させないガイドを作成し，2025 年 11 月に初版を発行した。
現在、当グループでは不正を発生させないための研究を継続し、ガイドのさらなるブラッシ

ュアップを検討している。 
2025 年度の倫理研究会では，これらの抑止策について，追加すべき視点など，より有効な

施策となるよう，討論する。 

2. 日時，場所
2026 年 2 月 26 日(木) 15:00-17:30，秋葉原ダイビル 24 階 Meeting Room

3. 参加者
14 名（QASG 第１グループ 5 名，倫理委員会 9 名）

4. 議事概要
(1) 開会あいさつ 倫理委員会 芝原
(2) 出席者自己紹介
(3)-1 倫理委員会の紹介，討論の素材提供 倫理委員会 神谷幹事［資料1］
(3)-2 QASG「品質コンプラ違反を発生させないための QMS の研究」説明［資料2］

QASG 第１グループ 鈴木優リーダ 
(3)-3 質疑 
(4) 事例説明，総合討論

下記について，どのような抑止策/再発防止策が有効なのか，全員で議論した。
抑止策の検討①：メーカでのアナログ入出力モジュールの入出力確認試験において，工場
および現地試験で各 5 点の出力値を採取する要領書になっていたが，工場試験では 3 点
の出力値を採取し，残り 2 点は算出値を出力値としていた。 

広範な議論の結果，現在の抑止策である，①要領書を遵守する，②変更提案をして合意を得
る，③試験に使用するソフトウェアの管理を適切に行う，に加え，現場の改善提案やしわ寄せ
がいっている場合は，現場任せにせず，会社全体で改善を考えるべき，発注側の改善点はない
かなど，根本原因の解決を考えるべき，との新たな抑止策が示された。 
抑止策の検討②については，時間の都合で，事例紹介のみとした。 
抑止策の検討②：樹脂製造会社で，認証試験に確実に合格させるため，認証登録された素
材と異なる素材で認証試験を受けていた。また，製品が同じ性能を維持していることを
定期的に確認される際，規定とは異なる素材を認証機関へ提出していた。 
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(5) まとめ・閉会あいさつ 倫理委員会 大場委員長
現場重視の見方など，勉強になった。現場の倫理は厳しいと思われるが，社会に貢献するた

め，気持ちよく，自分の行動に自信をもって仕事ができるよう，正しいと思うことを議論でき
るよう，迷わないようにしていきたい。 

5. 出席者の感想
・研究会開催後の第 154 回倫理委員会で，“今回のような研究会であれば，特段の準備はせず，
続きの議論をやりたい”，“QASG 出席者の感想を聞きたい”との意見があった。

・QASG 出席者は，“立場の違いから新たな視点を獲得した”，“活動の原点（憲章や理念）を再
確認した”，“思考の固定化をほぐす機会となった”などの感想があった。

以上 
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